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変更前 変更後

─ 3 別府　けんいち

3 4 北　村　　　智

4 5 脇田　のりかず

5 25 さかたたかのり

25 26 大　原　隼　人

26 27 赤　石　まさお

27 28 なかい　隆　晃

28 29 長　崎　寛　親

29 30 青　山　　　暁

32 31 黒　田　一　美

33 32 小西　ひろのり

34 33 島　山　清　史

35 34 谷　井　いさお

36 35 麻　田　寿　美

37 36 小　泉　弘　喜

38 37 中　田　慎　也

39 38 門　間　雄　司

40 39 吉　岡　たけし

41 40 大　豊　康　臣

42 41 松　井　重　樹

43 42 谷　口　俊　介

44 43 北　口　寛　人

45 44 水　田　裕一郎

46 45 北　浜　みどり

47 46 大　前　はるよ

48 47 山　口　晋　平

70 48 伊　藤　　　傑

30 50 中　村　大　輔

50 51 住　本　陽　子

51 52 白井　たかひろ

議 席 一 部 変 更 一 覧 表

議　席　番　号
氏　　名



52 53 大　矢　卓　志

53 54 佐　藤　良　憲

54 55 鍔　木　良　子

55 56 斉藤　なおひろ

71 70 藤　本　百　男

72 71 原　　テツアキ

─ 72 松　本　隆　弘

56 76 増　山　　　誠

76 77 高橋　みつひろ

77 78 飯　島　義　雄

78 79 門　　　隆　志

79 80 岸　口　みのる
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総 務 関 係

第167号議案 知事及び副知事の給与の特例に関する条例の一部を改正する

条例

１ 制定の理由

知事及び副知事（以下「知事等」という。）の給与の減額の措置について、知事の任期満了の日

まで延長する等所要の整備を行う。

２ 制定の概要

(1) 給料月額の特例（第１条関係）

ア 知事等の給料月額の減額の措置の対象を令和10年11月分の給料月額まで延長する。

イ アの減額の措置の対象者は、令和10年11月16日までの間に知事等の職にある者に限るもの

とする。

(2) 期末手当の特例（第２条関係）

ア 知事等の期末手当の減額の措置の対象を令和10年12月に支給する期末手当まで延長する。

イ アの減額の措置の対象者は、令和10年11月16日までの間に知事等の職にある者に限るもの

とする。

(3) 退職手当の特例（第３条関係）

ア 退職手当の減額の措置の対象となる知事等の職にある者に係る在職期間の終期を令和10年

11月16日まで延長する。

イ 知事等の退職手当の減額の措置の対象となる知事等としての在職月数について、令和３年

８月１日から令和10年11月16日までの間におけるものまで延長する。

区分 知事 副知事
給与減額の期限

改正前 改正後

給料
△30% △15%

令和７年７月分 令和 10年 11月分

期末手当 令和７年６月分 令和 10年 12月分

退職手当 △50% △25％ 令和７年７月 31日 令和 10年 11月 16日

３ 施行期日

公布の日

3



議 事 順 序 （ 案 ）

第 ３ ６９ 回 定 例会

第１日（１２月３日）

１ 議長あいさつ

２ 開 会 宣 告

３ 開 議 宣 告

４ 補欠選挙当選議員の紹介

別 府 けんいち 議員（登壇あいさつ）

松 本 隆 弘 議員（登壇あいさつ）

５ 補欠選挙当選議員の議席指定並びに議席の一部変更（一覧表配付）

６ 会議録署名議員の指名

島 山 清 史 議員

大 矢 卓 志 議員

藤 田 孝 夫 議員

７ 会期の決定

１２月３日から１２月１３日までの１１日間（簡易採決）

８ 諸般の報告

⑴ 議員の辞職について

⑵ 閉会中の常任委員会委員の選任及び所属変更について（一覧表配付）

⑶ 閉会中の県政改革調査特別委員会委員及び文書問題調査特別委員会委

員の選任について（一覧表配付）

⑷ 第３６８回定例会において議決した意見書の処理について

⑸ 説明員の職氏名（一覧表配付）

⑹ 知事から提出された議案（件名一覧表配付）

⑺ 提出された決議案

⑻ 委任専決処分をしたものについて（写配付）

⑼ 監査結果報告



① 監査報告書（写配付）

② 例月現金出納検査報告書（写配付）

９ 議案一括上程

第１３６号議案ないし第１６７号議案

報第３号、報第４号

⑴ 知事提案説明

10 休 会 議 決

１２月４日及び５日は議案熟読のため（簡易採決）

11 日 程 通 告

次の本会議は１２月６日（金）午前１０時再開

12 散 会 宣 告



第３６９回定例兵庫県議会

議 事 日 程 （ 第 １ 号 ）

令和６年１２月３日

午前１１時開会

第 １ 補欠選挙当選議員の議席指定並びに議席の一部変更

第 ２ 会議録署名議員の指名

第 ３ 会期の決定

第 ４ 諸般の報告

第 ５ 第１３６号議案ないし第１６７号議案

報第３号、報第４号

知事提案説明



地方自治法第１２１条の規定により説明
のため議場に出席を求めた者の職氏名

第３６９回定例会

知 事 齋 藤 元 彦

副 知 事 服 部 洋 平

公 営 企 業 管 理 者 梶 本 修 子

病 院 事 業 管 理 者 杉 村 和 朗

防 災 監 池 田 頼 昭

理 事 稲 木 宏 光

技 監 新 井 田 浩

会 計 管 理 者 髙 永 徹

総 務 部 長 有 田 一 成

企 画 部 長 守 本 豊

財 務 部 長 中 之 薗 善 明

県 民 生 活 部 長 木 村 晶 子

危 機 管 理 部 長 唐 津 肇

福 祉 部 長 岡 田 英 樹

保 健 医 療 部 長 山 下 輝 夫

産 業 労 働 部 長 原 田 剛 治

農 林 水 産 部 長 守 本 真 一

環 境 部 長 菅 範 昭

土 木 部 長 上 田 浩 嗣



ま ち づ く り 部 長 松 浦 純

財務部総務課長兼財政課長 金 澤 友 道

教育委員会教育 長 藤 原 俊 平

警 察 本 部 長 村 井 紀 之

人事委員会委員 長 大 久 保 和 代

監 査 委 員 小 畑 由 起 夫

選挙管理委員会委員長 永 田 秀 一
(12月3日のみ)



知 事 か ら 提 出 さ れ た 議 案

第 ３ ６ ９ 回 定 例 会

令和６年１２月３日

（知事提出議案）

第１３６号議案 本人確認情報等の提供、利用及び保護に関する条例の一部を改正

する条例

第１３７号議案 使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例

第１３８号議案 国民健康保険事業の運営に関する条例の一部を改正する条例

第１３９号議案 兵庫県立高等学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例

第１４０号議案 警察手数料徴収条例の一部を改正する条例

第１４１号議案 当せん金付証票の発売

第１４２号議案 兵庫県公立大学法人第三期中期目標の策定

第１４３号議案 県立学校学習者用コンピュータ一式の取得

第１４４号議案 フェニックス事業用地Ａ－４ブロックの処分

第１４５号議案 主要地方道加古川小野線東播磨道北工区美嚢川橋上部工事請負

契約の変更

第１４６号議案 一般国道 178号浜坂道路Ⅱ期新諸寄第１・第２トンネル（仮称）

建設工事請負契約の変更

第１４７号議案 一般国道 178号浜坂道路Ⅱ期浜坂第２トンネル（仮称）建設工事

（西工区）請負契約の変更

第１４８号議案 主要地方道加古川小野線東播磨道北工区国道 175号 AB-3ランプ

橋上部工事請負契約の変更

第１４９号議案 都市計画道路尼崎宝塚線（阪急立体工区）道路改良工事（その１）

請負契約の変更

第１５０号議案 二級河川新川水系新川 新川・東川統合排水機場本体工事（下部

工）請負契約の変更

第１５１号議案 県営宝塚山本住宅第４期建築工事請負契約の変更

第１５２号議案 兵庫県立川西こども家庭センター一時保護所（仮称）建築工事請

負契約の変更

第１５３号議案 一般国道 178号浜坂道路Ⅱ期居組トンネル（仮称）建設工事請負

契約の締結

第１５４号議案 兵庫県庁本庁舎第３号館計画修繕電気設備工事請負契約の締結



第１５５号議案 公共施設等運営権の設定

第１５６号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立神戸生活創造センター）

第１５７号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立総合体育館）

第１５８号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立海洋体育館）

第１５９号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県福祉センター）

第１６０号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立フラワーセンター）

第１６１号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立公園あわじ花さじき）

第１６２号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立舞子公園）

第１６３号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立西猪名公園）

第１６４号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立播磨中央公園）

第１６５号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県立赤穂海浜公園）

第１６６号議案 公の施設の指定管理者の指定（兵庫県営住宅（北播磨地区・西播

磨地区・但馬地区・丹波地区・淡路地区））

第１６７号議案 知事及び副知事の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

報 第 ３ 号 専決処分の承認

報 第 ４ 号 専決処分の承認



財 第 １ ５ ２ ０ 号

令和６年１２月３日

兵庫県議会議長 様

兵庫県知事 齋 藤 元 彦

委任専決処分をしたものについて（報告）

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 180条第１項の規定に基づき、別紙のとお

り専決処分をしたので、同条第２項の規定により報告します。



（別　紙）

１　専決年月日

　　令和６年１１月１２日

２　専決事項

　　県営住宅の明渡し等を求める出訴

３　内容

　　次項記載の１１件に対する当該住宅の明渡し並びに滞納家賃等の支払いを求める訴えの提起

４　訴訟の相手方及び明渡しを求める物件の表示等

５　出訴の要旨

（１）　滞納

　　   県営住宅の家賃を長期間滞納し、本県から再三にわたり催告したが支払わない。また、当該住宅の

　　明渡しを求めたが応じない。よって、当該住宅の明渡し並びに滞納家賃及び損害賠償金の支払いを

　　求める訴えを提起するものである。

（２）　不正入居

 　　　県営住宅を不法に占有している者に対して、本県から再三にわたり当該住宅の明渡しを求めたが

　　応じない。よって、当該住宅の明渡し及び損害賠償金の支払いを求める訴えを提起するものである。



質 疑 ・ 質 問 順

（ 第 ３ ６ ９ 回 定 例 会 ）

順 序

月 日

１ ２ ３ ４ ５

第 １ 日

1 2 月 ６ 日

（金）

代 表 質 問

（ 自 民 党 ）

村 岡 真夕子

（ 維 新 の 会 ）

飯 島 義 雄

（ 公 明 党 ）

小 泉 弘 喜

（ひょうご県民連合）

小 西 ひろのり

第 ２ 日

1 2 月 ９ 日

（月）

一 般 質 問

（ 自 民 党 ）

太 田 やすふみ

（ 維 新 の 会 ）

北 村 智

（ 公 明 党 ）

大 塚 公 彦

（ひょうご県民連合）

黒 田 一 美

（ 自 民 党 ）

中 田 慎 也

第 ３ 日

1 2 月 1 0 日

（火）

一 般 質 問

（ 自 民 党 ）

風 早 ひさお

（ 維 新 の 会 ）

中 村 大 輔

（ 公 明 党 ）

菅 雄 史

（ 無 所 属 ）

丸 尾 ま き

（ 自 民 党 ）

北 浜 みどり

区 分
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